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篇鵡礫鍵鵯惣諜 驚糧
肺炎二於ケル臨鉢實験二就テ」ノ論著二記述 シダ

蓮 リ、洵 二交字通 ゾノ卓効ヲ現 ハ不、特二翼性急
ず

性肺炎二於テハ、殆 ド悉 ク念速二頓挫即滅治癒二 、
ズ

到ルモノデアル◎要スルニ治療髄犀 ノ眼目ハ、動

物實験上無毒無害性デ之ヲ人燈 轟直接使用 シテ効

果的デア レバ主要問題ハ既二鬼ガツイタワケデ、

人艦二使用スル治療測ノ成果ノ當否ハ須 カラク人

艦ヲ基調 トシタモノデナケ レバナラ ヌ。試管内ヤ

動物實験ノ結果ハ人髄二爽來スル現象 ト甚ダ趣 キ

痩 一シタモ分 ア%故 一試管内鋤 旗 験上

効果的 ド推バレル場合 二之ヲ人聡二僕用 ジテ案外

無痩値デアツタ リ、或ハコレト反樹ナ現象ヲ示ス

ヤウナ場合 モ起 野得ル◎唯治効ノ機轄、因子・等二

就デー暦詳細チ研索ジ途ゲヨウトスル揚合 、健宜
紮

吐 其ノ手殺、方法 トシテ試験管内ヤ動物實駿二依
　 ぐ

存 ス ル コ ト ・ナ ル 。 著 者 ノ 場 合 二於 テ ノ"、 動 カ ス1
う

;灘鹸禦瀞難鵬 コ努
手段 トシテ試験管内ヤ動物實験ヲ行 ツタニ過ギナ

イ。但 ジ斯ク子ルコ トガ蓋 シ近代的科學陣ノ常踏

トスル方法デアル◎著者 モ之二從ツテ、職災疎開

地カラ禽難ヲ排 シテ拙京、中野國立療養所長春木

博士ノ厚意嘩 ヅテ啄 輝 諭 シ禰 來贈 ヲ

重 ネ ル コ ト数 ケ月 、鼓 ニー 段 落 ヲ途 ゲ タ ノデ、 其

ノ結 果 ヲ報 告 ス ル◎ 非 常 経 濟 下 デ紙面 ハ極 度 テ制

限 サ レテ イル 關 係 上 、瑠内容 ハ悉 ク大 要 ヲ概 記 ス ル

ニ止 メ追 テ柳 力轍 通性 ノ アル 世 ノ中 ガ 再現 ス ル コ

トア ラバ 、 詳 細 ハ其 ノ機 會 昌更 二改 メ テ蓮 ベ ル コ

トモ ア ラ ウo

ノ ダ

(1)Squalogenノ 直接 的抗 生物 質

前 著 臨 豚 實 験 二於 テ、著 者 ハSqualogen二 依 ル

治効 ノ現 萬 ガ極 メ テ迅 速 デ アル コ トヨ リ、推 測 シ

テ或 ハPe嘩cilliR,Str。ptomycin類 似 ノ直 接 的 抗

菌 性 物 質 ノ作 用 二基 ク モ ノ デ ナ イ カ ト云 ツタ 多 少

ノ疑感 ヲ鞄 イ テ居 タ ノ デ アル ガ ・ 試 管 内 デ稀 群掴

濁 法 二飯 ツ テ、 肺 炎 隻 球 菌(1・ll・ 及 皿型)黄 色

ぎ

二就テ

葡萄歌球菌(寺 島及ホイツ トニー株)赤 痢菌(大 原
つ

株)大 腸 菌 、「チ フス 」菌 「パ ラチ フス」 菌 駒込A
ジ

B等 ノ抗 菌 性 物 質 ノ實験 ヲ試 ミタ ガ 、Squalogen

ニハ 加 熱 ノ有 無 二關 セ ズ、 直接 的 抗 菌 性 物 質 ヲ殆

・ ド認 ムル コ ト洲 、來 ナ カ ツタ
◎,

・ 、 毒

1プ

(2)Squalogehノ 動 物 實 験 噸

ヤ

(A)t直 接的抗菌物質二就テ

使用 シタSq犠 弓1◎genハ 著翻 定ノ澤二鰍 テ

製出 シタ加熱元デアル◎先 ゾ最初肺炎璽球菌(1・.

∬。及皿型)ヲ 使用 シテ動物實験上二於テモ、直

翻峯酌赫蘭物質ガ春在 セ ヌカ否カヲ確定スルタメ

i
a、 豫 メ10.OX}OMLD程 度 ノ肺 炎 墜球 菌 ヲ約 ユ09

ま

ノ 「マ ウ ス」 ノ腹 腔 内 二注 射 シタ 後 二直 チ ニ人 腿
　 や ぶ

二於 ケル 臨 鉢 實験 ノ結 果 カ ラ換 算 シテ若 シ直 接 抗

菌 物 質 ノ作 用 二基 ク モ ノ トス レバ 、「マ ウス」 二封

シテモ繭 ヲ牧 メ得ベキ確効量ヲ定 メ、此ノ量以
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ま

下 及 ソ レヨ リ大 量 ノ種 々 ナ ル量 的 關 係 二於 テ 「マ

ウス」 ノ皮 下 二注 射 シタ ◎ 其 ノ結 果 、確 効 量 以上

rSqua1・genヲ 注 射 サ レタ試 験 ・・封 照 獣 二堵

較 シテ時 闇 的 二生 存 期 間 ガ延 長 サ レタ ◎故 ニ コ レ

パ直 接 的抗 菌 物 質 ノ作 用 二基 ク モ ノ デ ハ ナ ク テ、

「Vウ ス」 ノ如 キ動 物 二於 テ モSgna1・genノ 量 的
ち も も

蘭浜ノ如何二画ツテ、多少 トモ冤疫性抗菌性物質

ぢ生膣内デ酬 サ レノレモノダ 嘱 繹 シテ ヨカ・
ぎ

ウ◎ ・・ 。 ・

(B)間 接 的 第 二 次 的 因 子 二就 テ

以 上 ノ如 クSqualogenノ 作 用 ハ 直接 的 抗 菌物 ●

質 ノ藤 二因 ル モ ノ ≠ ナ イ トス レペ 其 ノ因 譲 ヲ

間 接 的 第 こ 次 的 反 慮 物 質(冤 疫 性 抗 菌 物 質)二 基

ク モ ノ ト聾 納 シナケ レバ ナ ラ ヌ◎ 斯 カル 館 結 ヲ満

足 サ1セル タ メニ次 ノ如 キ實 験 方 法 ヲ撰 ンダ。

(i)Sqdalogenヲ 以 テ豫 メ 「マ ウス」 ヲ虞 置 ス

彦 コ ト◎ 、

、、前 述 ノ如 ク 「マ ウス 」 二肺炎 菌 ヲ接種 スル ト同

時nSqualogenヲ 注 射 シタ ノ デ ハ 、其 ノ差 ハ輩 二

生 存期 間 ノ長 短 二止 ㌣ ル。 発 疫 學 読 ノー 般 的 法 則`

カ ラ云 ヘ バ 、生 膿 ガ冤 疫 元 二反 憲 シテ反 慮 物 質 ヲ

産 幽 ス ル タ メ ニ ハ、域 ル期 間 ヲ必 要 トズル ◎ 此 ノ

見地 カ ラ・Squ&1・genヲ 以 テ豫 メ前me置 シテ ソ24

時 間 経 過 シタ後 二 、前 同様 肺 炎 菌 ノ腹 膣 内接 種 ヲ

試 ミル ト、試 撒 ノ生 存 期 闇 ハ同 時 二注 射 ヲ施 シタ

場 合 二較 べ テ遙 力 ・=永ク、 試 鰍 巾 ニハ 稀 レr肺 炎

ノ獲 生 ヲ冤 レテ生 存 シ得 ル モノ モ ア ツタ ◎此 ノ結

果 カ ラ観 テ 、「マ ウス」ノ如 キ動 物 二於 チ モ、SqUa-

10genノ"定 量 ヲ以 テ前 盧 置 ス ル コ トニ由 ツ テ、

其 ノ生燈 内 二肺 炎 菌 ノ嚢 育 ヲ阻 止 乃 至 死滅 ご到 ラ

シムル 反 慮性 第2次 的 抗 菌 物 質(廣 義 ノ冤 疫 物 質)

ガ多 少 トモ産 禺 サ しル モ ノ ト解 サ レル。

(ii)人 ㍑ 介 ス》趣 働 的 冤 疫 騰 二就 テ(栴

畳豊液 性 抗{鍛二就 テ)

豫 メ其 ノ 血液 中 鋤肺 炎 讐球 菌 ノ獲 育 ヲ 阻 止 ス

ル 作 用 ノナ イ コ トヲ 確 定1シタ成 人腸 ノ筋 肉 内 二
、

igualogexx12ccヲ 注 射 シタル後 、24時 間 ヲ経 テ1

採 血 、 血 濤 ヲ無 菌 的 二分 離 ス ル◎ 此 ノ血 涛 ヲ ソノ

マ ・及生理的食盤水デ10、100・倍 二稀憩 シタモノ

ラ調へ、此 ノ斧々二肺炎鍵球菌(Lff及 班型)ノ

超糧(試 獣 ハ必ズ穫 塒 間二艶死 スノの程度)二

混 入 、37。C重 潟 煎 内=1時 間 虞 置 シタ緩 二各 々

「vウ スJ腹 腔 内 二注 射 シタ ◎ ・…一…方 此 ソ 昏 々二就

テ 牛』血葡 萄 糖 寒 天培 地 二培 養 ヲ試 ミタ ◎"・1

封 照 ハ軍 二生 理 的 食 塵 水 二菌 ヲ混 入 シタ モ ノ デ

アル。 其 ノ結 果 ハ大 艦 次 ノ題 リデ アル 。 培 地 移 植

ノ成 績 二於 テ、SqualogeRデ 虚 置 サ レタ 血 清 デ ・

ハ 、第1型100倍 稀 繹 血 清 デ僅 二菌 ノ蛮 育7認 ム

ル モ 、其 他 ハ悉 ク菌 ノ襲 育 ヲ認 メ ヌ。 鉗 照 管 ハ、

悉 ク菌 ノ螢 育 ガ充 分 デ7ツ タ ◎ 然 ル 昌是 卜併行 シ

タ 「マ ウス」 ノ腹 腔 内 接 種 實 験 ハ第1正型10倍 稀繹
/
血 清及100倍 、第 皿型10倍 血 清 ノ ミガ生 浮 シ得 タ 、

ガ 、 他 ノ試 獣 ノ・悉 ◎1塒 間 内 二発 死 シタ、 パ ナ

ラズ 、第1型 二於 テ ム試 獣 ハ樹 照 獣 ヨ リモ ー層 早

欝購 贈 灘野難欝幾
テ前鑓 サ 噛 人蜻 内一へ 此ノ結果カラ観

タ・肺炎轡 菌岬 接的昨 用スル摘 性微 ノ
存在スルコ トヴ明白ヂプルガ、試験管内培養實験

ト動物實験ノ結果ノ合致セX所 以ハ、要スルヂ「V

ウス」二注射サ レタ肺炎菌ガ其ノ生燧内デ浩化吸
}

牧サ レルゴ從ツテ菌ノ饅内性毒素 ガ獲生スルo此

ノ盟内性毒素中毒ノタメニ大方ノ試獣ハ死亡層

二到・レモノデ、幸 ヒ此ノ毒素中毒カラ冤 レ得タ斡

獣ノミハ生キ永 ラヘルコ トニナルテノ ト惟 ハぐ㌔■

此ノ推定ノ下二、更二100MLD程 度/菌 盟ヲ使1

用)シテ前述同檬 ノ實験ヲ繰 リ返 シテ行ツタガ、此〆

ノ場合ニハ試験管内培養成績 ト動物實験ノソレト

ガ大腿一致 シタ結果ヲ得タ。以上 ノ結果カラ云ヅ
ノ

テ$qualo9もnヲ 塚 テ虎 置 サuタ 成 人燈 血 液 醜 晶

ハ著 者 ノ行 ツタ 例 デ ハ紗 ク トモ100倍 軍位 二於 デ
ノ

肺炎饗球菌ノ焚育ヲ随止乃至死滅 二到 ラシムル昌

足ル冤疫性抗膿 ノ畿生ヲ認メル◎

(iii)組織細胞性冤疫 二就テ

鰍述ノ通 リSqUalogenノ"、ig一 量ヲ成人盟二洗

射スル助 二依ヅテき其ノ燧 液内二肺炎菌ノ獲育 ・

ヲ阻止乃至死滅二到 ラシメル冤疫性抗菌(羅 二病
ひ ダ

原菌パカリデナイカラ寧 ロ贋 イ意味デ 「抗病因物

質」 幅 ヘタ方ガ適切 雌 フ)物 質ヲ畿生スノ隠

＼ トヲ試験管内及動物實験デ立誰 シタ◎次ユ髄液匪

免疫物質ノ畿生へ 免疫學上 カラ云ツテ、其ノ根
が

源 ハ糧と髄 ノ組 織 細 胞 ノ機 能 二蹄 着サ レル ◎ 撮 、 此/{

垂

{
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ノ組織細胞性冤疫ガ果 シテ如何ナル形式デ成立ス 主ナル役ヲ演ズル4多 トシテ、之ヲ産生スル主ナ
ざ

ル カ、之 ヲ仔 細 二 聞明 ス ル コ トハ ー 朝 一タ ノ業 デ 羅ル 揚 所 、産 生 サ レタ 発 疫 物 質 ガ果 シテ如 何 ナ ル モ

ハ完 結 患來 難 イ コ トデ巳 ム ヲ得 ズ後 日 ノ機 會 二譲 ノ ヲ 主 トスル カ ニ就 テハ
、前 述 ノ通 ゾ尚 ホ未 解 決

〃峨 騰 一潴 縦 來行 ツタ麟 白勺脱 力雅 、デァノげ 、潴 從來ノ實験二縛 啄Squa1◎geuン を

察 シテ、Sgua1◎genガ 急 性肺炎二戦 シテ此類稀 レ 結核補膿結合性抗原能働ソフ堤 ガ念挫肺炎等 』封
　 ドが

ナ著 効 ヲ示 ス、・例 ヘ バ 肺 臓 ノ「ア レル ギ ー」性炎 症 ス ル有 効 因子 ノ増 強 トガ大膿 並 行 ス ル勲 ナ ドカ ラ
ノ

ヲ念速二頓挫、緩鯉 スル、從ツデ在來 ノ病理解剖 考察スル ト、補禮結合性抗膿ナ ドモ相當深 イ關係

學的鰹系ヲー學 二擾筑、攣韓セシメル。新謂肺妥 ガ アルノデナイカ ト惟 フ。又、Squa島gen二 依 ル

菌申毒症 ヲ忽 チ緩和スル◇就中、其ノ豫後恢復期 冤 疫性ハ相當長期二亘ツテ存績スル黙 カラ観テ、

ヲ極 メテ良瞬 短縮セシの 噂 ノ鮎 カラ槻 テ、輩 主働的ナモノハ艦液性デハナン、組織細胞性デァ
ま メ

1ナ ル 組 織 細 胞 ノ冤 疫 性抗 菌 物 質'ノ ミノ作 用 ナ ドデ ル 。 更 二Squalog6nハ 唯 二念 性肺 炎 性疾 患 ニ ノ

ハ解 繹 患來 ナ イ◎ 病 原 膿 ソノ モ ノ ニi封シテ ハ勿論 ミ限 ラ レテ有 効 デ アルバ ガ リデ ナ ク、 所 謂 不 可観

直接燗 接畷 龍 止乃至死滅的一作願 ノ繊 舗 購 咽 ノレ嘩 ・瀧 性病原膣咽 ルモノ」

此ノ外二、毒素 樹 シテノ航 毒素性二、「アレルギ 「ア レルギー」性痴 憲、虚弱膿質斉種熱性疾患等ノ

ー」性露 炎症一向ツ夢一、抗 「アレ〉レギー」性 移 緻 一著効ヲ示猫 カラ考察妙 ト洪 ノ崩

.㍉ 腋 期 謝 シ弘 之ヲ良好短縮 シテ好影響ヲ'齪 継 一き限局サ レター定ノ痴 患塒 定的ノモ

與 一ノげ 如 ク、アラール鍍 一於テ、確 纒 的 ノデナク湘 鑛 イ糊 二亘ツテ共通性一姻 ス
ぷ ヨ セ

ー繰 ヲ齎 ラスガ如 キ作用ガ殊 レバ斯 カノ殆 癒 咽 子ヲ主 トヌノレぜノ 劇 齢 レノレ◎ …

歌態ハ上ゲ得 ラレナイ◎撮、次二組織細胞免疫ガ
霧 響 震

ヘ ノ

を ム

＼}f(3)'Squalggen・SE働 力醗 性 ノ基盤=就 テ.,

周 知 ノ通 リ、Penicillin.,Streptomyeinノ 如 キ ・'ラ チ オ ン 」 ヲ 起 シタ 毛 ノ デ ハ 、 能 働 力 便 モ動 締 シ
ポ

直接 的 抗 菌 物 質 デ ハ 、有 効 物 質 軍 位 ノ測 定 バ 比較 テ來 ル。斯 カル 「デ ヂ ネ ラチオ ン撫 ノ 現 象 ヲ防墜

的 容 易 デ カ レガ ・Sq"al・genA"b間 接 的 二第2次 池 シム〆レタ メ1ニハ・毎 常新 タ ニ3～7%二 「グ リセ

的 因子 ノ作 用 二基 クモ ノ デ ハ・ 有 効 的 因 子 ノ恒 定 リン」 ヲ含 有 スル 固 形 培地 二獲 育 もタ 菌 艦 ヲ 「ア

、的 基盤 ヲ定 ～どル コ トハ聯 力複 雑 性 ヲ帯 ぜ テ來 ル。 ル カ リ」 卵 黄 水 培地 二移 植 ス ル ト共 二之 亀獲 育 シ
♂
,此 ノ鮎 二關 シテ 述者 ガ從 來 行 ツタ 實 験 カ ラ 観 タ 菌 ヲ更 二 元 ノ 「グ リセ リン」含 有 颪形 屠地 二移

テ、 最 モ簡 易 デ恒 定 的 ナSqualegenヲ 得 ル方 法 植 スル6郎 チ 固形 培 地 卜卵 黄 「アル カ リ」水 培 地 間

轟就 テ略 読 ス ル 。 一 .ヲ 交 互 二纒 植 スル コ トニ依 ツ テ》 菌 株 ノ性歌 、形

、(A)墳 地 二瀾 ス ル コF
、 態 ・染 色 歌 等 プ 固定 セ ラ レ・從 ツテ 毎 常 恒定 的 ナ

'最 モ適 切 デ ア〉レ培地 ハ、著 者 所 定 ノ法 二依 ツ テSqualogenガ 得 ラル ◎ 」 般 的 二 「ア老 カ リ」卵

製 畿 リ レタ 「アル カ リ」 畳 卵 黄 培 地 デ ァル。「アル 黄 水 培 地 デハS・T・ 菌 株 ハ樹 ボー 暦 攣 異 ノ度 ヲ

カ リ」卵 黄 屠地 ノ特 長 トス ル聯 ヲ上 ゲル ト、菌 ギ 高 メル ・ ペ トロ ツ フ壕 培 地 ノ如 キ モ侮 デ ハ次 第 二
　

・液膿内デ獲育スルb從 ツテ、菌ノ饅内及髄外産隼 之 二織植ヲ重ネル ト・原形デアル典形的ナ結核菌

二多少 トモ接近 シテ來聖傾向ガアル。從ツテ、以物ヲ完全二且ツ充分二含 ンデイル、即チ完全ナ全

批 耀 ラレノ畝 一該脱 ノ抗元弛 ノ馳 一 蠣 馳 間ヲ姫 一移植スvak一 因ツテ、灘ね ノ

ノ依 ルモノニ較べテマ抗元性ガ遙二優秀デァルバカ ノ性状ノ固定ガ逮セ流レル◎卵黄 「アルカリ」永

リデナク有毒性結核菌靖デ比較 シテ・毒性ハ頗ル 増 地二蛮育シタ菌腿 ぺ 他ノ固形葬地、或ハrグ

紗イ◇rプ ルガリ」卵黄水二壇養ヲ累代縫綾スル ト リセリ」肉汗ノ液面二獲育 シタ菌膿ま比較 シテ遙

次第k菌 ガ染色的二i形態的二或ハ性状二於テ 「デ ニ吸牧性ガ良好 デアル。固形培地 トシテ最モ適當
タ

ヂ ネ ラチ オ ン」 ヲ起 シテ來 ル ◎甚 ダ シク 「デヂ ネ か惟 バ レル モノ ハPetroff氏 ノ モ ノ デア ル◎

義 寧
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(B)堪 地 ノP益 二 醐 スtSルコ ト・

卵 黄 「アル カ リ」 水 培 地 ノ製 法 ハ 前者 二記 載 ㌔

タ ガ 、其 ノPHハ 調 製 時7.2、1009C30、3同 闇{歌

鍼 菌 後 ノPH7～a8デ アノ%
　

1(C)塔 養期間、温度、加熱及貯藏期間二關ス
の

ル コ ト ・ ㎡

370Cデ7日 ～10日 聞 、室 温22。Cデ10～14日 間 ヲ

最 適 トスル 。温 度 ハ30。C前 後 ヲ最 適Fス ル。血温

デ モ鯛 デ 鱗 碓 二攣 リガ ナ4937。C7日 間 培

養 シタ モ ノ、PHハ 大 畳凱2～74ヲ 示 スガ 、之 二 〇・5

%噛 二化 學 用 「カル ボ ール 甥 加 一 テ,前 者 二

於 テ記 載 シタ 通 リ加 熱 貯藏 スル ト、PHハ 次 第 二

低 下 シテ弱 酸 性6.2前 後 トナ ル 。此 ノPH二 於
隻

(4)
＼

Squalagenノ 作 用 ハ直 接 的 抗 菌 物 質 デナ イ ゴ ド

樗 験的一鐙 サ レタガ・Squalegen'ノ 臨績 駿
デ観ル ト効桑ヲ示ス時間ガ鹸 リ迅速デアル コトガ

冤疫學読 カラ≠ ツテ、聯 力解繹二苦 シム虚デアル

禽 岳ハ畢寛、抗元ノ纐 一依 ツテ嫉 畷 生ノ

時賜二i遅連 ノ相異ガ生 ズルタメデァル。,一般的ナ ー

抗康、即チ細胞、紹織、細菌燈等ノ固形盟 デへ 此
ノ も

ノモ ノガ生 艦 内 デ浩 化 、吸 牧 ナ、レデ冤 疫 抗 髄 ヲ産'
ぷ

生 スル マ デニ ハ 、一雀定 ノ期 贋}ヲ必腰 トス ノレガ 、

βqUa!◎gen二 於 テ ハ 、抗 原有 効 惟 物 質 ハ、悉 ク極

メ テ吸槻 場 イ形 二溶 存 ナ1げ イル・ 從 ツ テ・

生 盟 内 二於 テ毘 較 的 迅 速 二其 ノ冤 疫 的 効 果 ヲ現 示
ち ヘ

シ得 ル モ ノ ダ ト解 サ レル。SqUalogenノ 病 原 的 細

菌 謄 二繋 スル作 用 ハ 、直 接 的 抗 菌 性 ノ モ ノ デ ナ

ク・人盟ヲ介シ燗 接岬2抽 簸 生サ レそレモ

Squalogenノ 病原性細菌髄 二野スル作用機韓 ノ考察
謹

、

ノ、翻チ冤疫質二因ルモノデァジテ、 ソレガ胆液

内ニモ認 メラレルガ・主働的デ且 ツ永綾的ナモノ1

,ハ、組畿 翻胞性ノもノデアノ%如 何ナル組織、

細胞ガ冤疫質装生ノ主所デアルカ、如徊ナル種類 ノ

ノモノザ主 トシテ生 ミ禺サ レル カニ就テハ未 ダ詳

翻環 究 ・燧 ゲナイガ・從來實験 シ壇 カラ考察
ヘ バ ノ

ゑ ル トxS騨a1◎gen二 依 ツ テ産 生 サ レタ冤 疫 質 バ
ご も

可成 リ庚範園ノ細菌性疾患 二共題的二作用スルモ

ノデ、此ノ顯 カラ云物テ、正 二異型的冤疫法 トシテ

最 モ優秀ナルモノ ト云くル◎S,丁 菌株ハ既轟著

者 　從前 ノ論著テ於テ公表 シタ通 リ・増養ノ手段 一
非 轟

テ、宛モ有効性因子ガ抗元内二飽頼サ シタ繍 デ 、

アル◎増 地内二菌盟 カラ酸性物質ズ滲鍾1サレテ次

第二培地ガ 「アルカリJPHカ ラ酸性PH二 移行
ダ ゼ

シテ、 一 定期 間後 浄 ハ有 効性 抗 元 ガ 屠地 内 二飽 和

ノ 状態 二滲 出 サ ゾテ溶 存 執 ル◎ 雌 ノ時 ノPHIや
,

押 二相 當 ス ル。 從 ツ テ、SqUal・ge"ノ 有 効 贋 働llF

基 盤 的PHハ6.2デ 、之 ヲ 中心 トシテ 、PH5.8～6.4一

ノ範 園 二屡 スル モノ ハ 、何 レモ其 ノ有 効 便 ガ 多 少

動 揺 不ル ズ 、使 用 二堪 ペ ル モ ノ デ アノ㌔ 斯 カル

PHヲ 示スノバ・菌形隊 鰍 灘 一多少ノ愛化
き

ヲ 示 ス。PH6.4'以 上 ヲ 示 ス モ ノハ 、 菌 ノ盛 育 不

充 分 ナタ メ デ ァノレカ ラご薪 タ ニ菌 膿 ヲ追 力員スル コ

トニ依 ツテ所 定 ノPH6・2前 後 ノ モ ノ ガ得 ラ レル。

奄

k

方法ノ如何二由ツテ、其ノ獣 、形態、染色性等嗣

一於テ著診 多灘 一難 デ呵 齪 ヲ示シテゼ

ルo例 ヘバ 、 其 ノ形態 二於 テ モ桿 菌 カ ラ球 菌 檬 、

鰯 齢 》総 颪 頒 臨 四聯脳 、ノ、嚇 菌、

酵母菌檬顯粒、時 トシテ不可親ノ歌態 トナ リ、或
も ギ

ハ濾 過 性 病 原 燈 ノ状 態 ヲ トル コ トモ フ・ル 。 染 色的

染 亦多灘 ヲ示スモノデァ%S瓢 難 ノ解

カル攣化ハ予決 シテ操作炉 二他菌ノ迷入二因ルモ

ノデナイコト嘱 攣異 汐 菌形 ソノモノガ・培養 、
へ

法 ノ如 何 二依 ツテ再 ビ原 形 ノ菌 株 二還 元 スル ゴ ト

デ確 實 二立 詮 シタ◎ 撫 、S.T.菌 株 ガ場 合 二依 ツ

テ 斯 ク多 様 性 ヲ 示 ス コ ト轟就 テ考 慮 ス ル ト.多 機,

性 デ アル コ トハ 即 チS。 瓜 菌 株 ハ多 元 性 デ ア万 コ

トヲ酸 スルモノデ`多 雌 ヲ其 ノ内遍 埋セル、、

ガタメニ多種的二共通二各種 ノ疾患 二作=用スルモ、

ノ 解 繹 セラノ河 キデナイカ。念性肺炎ノ嚢生 ト

結棲催患 トノ間ニハ從乗ソ文献二擦 ルモ何等力深

欄 係ノア加 ト雛 測錫 レ◎離 結核瀦 ガ
ま を

念性肺炎ノ畿生ヲ著明二阻止スル作用 ムアル コト

ガ分ル◎從ツテ蝉 内二鋳核性抗元物質中ノア汐

曝 ノガ淀 度テ存在 シテ庇ノモノガ生臨 作用 哲

テ其ノ反慮質力域 ル程度以上 二生艘内二存在スル

状態デハ急匪肺炎ノ嚢隼ヲ抑側 吻 趨 ラナイ`伝

ツタ結論 トナル。文献上特二注 目ス可キハ》Auf
　ポ れ い

rechtハ1501例 ノ關 箇 「Pイ マ チス ム ス」蒜於 テ,

眞 性肺 炎 ヲ装 生 シタ モ ノ ガ1例 モ ナ イ1報 ジテ ア
〆 メ
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ル コ 、トデ ア ル 翠 、 關 節 「ロ イノマ チ ス ム ス 」 ヲ 惹 キ

肇欝繋論騨響饗馨魏
來 ノ實 験 カ ラ云 ベ バ 、關 節 「ロ イ 鯨 チス ム ス」 ノ

病 原 禮 ハ憂 異 性 結 核 菌 株 二基 因 スル モ ノ ダ ト主 張

ス ル◎ 珂 トナ レバ 、攣 異 性結 核菌 株 ハ、 實 験 上 容

易 二不 蒐硯 病 原 偲 ノ歌 態 ヲ示 ス コ トモ ア リ、 叉時

ト シテ蓮 鎖 球 菌 歌 攣 化 ヲ示 ス コ トモ アル。 結 局 多

種 多 嫌 性 ノ愛 化 ヲ示 スカ ラ、研 究 者 副 ヨ ツ テ結 論

ガ多 様 性 トナ ツ テー 致 シナ イ結 果 トナ)レノ ダガ 、

.・ ノ 結

ポ

SqUal◎geBノ 急性膝炎及其他ノ
,病原曝 晒 髄二

封 スル作用ハ、直接モ抗菌物質デハナイ◎間接的
セ

第二次的抗病因質、即チ冤疫質二基クモノデアツ

テ、其ノ主働的ノモノハ、細胞組織性デ永綴 固定
ヤ

性ヲ帯 ビ、急性眞性肺炎ヲ始 メ トシ各種ノ細菌性
　サ も ポ

蕨 患、特二不可硯性病原艘 二因ル挽患、「ア レルギ

、L」骸 臥 瀧 性病羅 』因ノ咳 患ノ多籔一著

効ヲ認メル。其ノ冤疫質ノ主ナルモノノ湘 當廣騨

園二亘 ツテ細菌性疾患二共通的二作用スルモノヴ

著ツテヤ臨林、試験管内及動物實験等ノ結果カヲ
ミ ヴ

槻 テ 、恐 ラク異 型 免 疫 中 ノ 白眉 ト巽 フ 可 キ デ ア

ル ♂ ∴,、 ・./l・ 一

鷹 轟 テ識 災後ジ瀦 一封シテ甚深ナ厚

其 ノ根 源 ヲ糺 セバ 、 同一 實 膿 ノ結 核 菌株 テ ァ ノ爆

其 ノ實 髄 ヲ把 捉 出來 ナ イ ノノ・、結 核 菌攣 異 ノ多様

性 デア ル コ トヲ知 ラナ イ カ ラ デア ルゆ 關 籔r饗 イ

Vチ ス ム ス」 ノ患 考 ニハ宛 モS.T.菌 二似 タ ヤ ウ

抗 元性 攣 異性 菌 株 ガ存 在 ス ルタ メニ結 局繊 維素 ぜ

荏嚇 輔 一罹ラ_云 ツ細_ノ
行1ツ タ 調 査 ニ ー 致 シタ 結 恥 ナ ノ・・/Sア ・・テ 、

灘獣 灘 鴨難 諜墨獣饗
的 二最 宅効 菓 的 二縫 秀 二行 ツタ 予 ノ トモ云 ヘノ㌔

善
　し ノ

意 ト同情ヲ寄セラレタ中野國立療養所長鰍 秀突,

郎博士・留務課長小林吉人學兄、馬揚學兄及馨局

員諸兄又疎開中S.T.菌 株 ノ保存方二就テ特二配

齢 受搬 保生賑 柴田學兄、實瞼材料ノ斡旋二

於テー方ナ ゾヌ援助ヲ賜ハツタ、廣 尾病院河上租

勝博士並二鈴木學兄謝 シテ心㌘ 感謝スノ吹 第

デァノレ。同顧スレバ結核 ト急性肺炎 トノ問題二就
wr

テ端緒ヲ啓 イタノガ今今去ル2隙 年前譜 者ガ現

在ノ國立中野療養所二在勤中デアツタ渉、爾朱星

霜20有 鹸年ヲ経テ戦災ノタメ慮ラズ毛再tf園 立療

養所ノ元ノ古巣デアル研究室二立テ籠 ツテ、講劣、

デハァノレガ、戯 御 完結現 匁 レ ・洵摘 シ

キ因 縁 デ アルO
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